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1. なぜ「データ利用権取引市場」が必要なのか
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 現在のデータ取引は、「発見機会の欠如」「インセンティブの欠如」「漠とした不安」「漠とした不満」
という4つの根本的な課題を抱えており、これらが流通のボトルネックとなっている。

なぜ「データ利用権取引市場」が必要なのか：データ流通を阻む4つの壁

発見機会の欠如 インセンティブの欠如

適切なデータ、提供者、利用者の発見が困難。 他者へデータを提供することの
インセンティブが見出しにくい。

漠とした不安 漠とした不満

提供者は「利用範囲の逸脱・漏洩」利用者は
「データの品質、信頼性」に不安を抱える。

データ価値の共通認識がなく、不満は残る。
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 従来の複雑で非効率な個別交渉から脱却し、データを「市場」に集約させることで、
提供者と利用者が適切な取引相手を効率的に発見できる機会を創出する。

データ利用権取引市場：複雑な「個別交渉」から効率的な「市場」へ

データ取引市場は、提供者、
提供先ともに適切なデータ
流通の相手方を、効率的に
発見する機会を創出する。

発見機会の拡大

データ提供者にマネタイズ
の機会を提供する直接的イ
ンセンティブの顕在化。

公正な取引による
インセンティブの提供

データ提供者とデータ提供
先の間に共通の価値評価
基準が形成されることで、
不満を解消する。 社会通
念の醸成

市場価格による
不満の解消

第三者仲介者により、 相
手の認証を含む与信審査
などで信頼を確保。
取引来歴などの管理記録
により、第三者による事実
確認が可能。

第三者仲介による
不安の解消

データ利用権取引市場

データ利用権取引市場

個別交渉

個別交渉

個別交渉個別交渉
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 第三者機関（データブローカーなど）と「利用権証」の介在により、当事者間の不安や不満を払拭し、適正価格に
よるインセンティブと安全な取引を提供する。

データ利用権取引市場が実現する新たなエコシステム

取引主体 取引主体取引実施機関 取引実施機関

データ
提供者

投資家

データ
利用者

仲介機関

市場運営者

データ利用権
取引システム

保管機関

清算機関

データ
ブローカー

データ
ブローカー

カテゴリ ステークホルダ名 株式市場での相当例 説明（抜粋）

仲介機関 市場運営者 証券取引所 取引システムを整備、取引の仲介

保管機関 証券保管振替機構（ほふり） データ利用権証の管理、保管

清算機関 日本証券クリアリング機構 売買損益の清算

取引実施機関 データブローカー 証券会社 市場システムに接続し、委託の取引

取引主体 データ提供者 上場企業 利用権証を販売

データ利用者／投資家 投資家 利用権証を売買
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【参考】データ利用権取引市場画面イメージ(1/2)

利用権証詳細利用権証一覧
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【参考】データ利用権取引市場画面イメージ(2/2)

銘柄情報(注文)ブックビルディング情報
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2. 本年度の実証概要と体制
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本年度の実証概要：機能拡張と実務体験

 本年度は多言語化などシステムを高度化するとともに、参加者による「データブローカー」の
実務（審査・価格形成）検証を実施。

 システムの機能高度化

 SIP-EX連携を「データ取引市場システム」に実装

 昨年度の「産業用データ連携基盤」との接続対象を追加。本年度は新たにSIP-EXと
「データ取引市場システム」の連携部を実装。

 多言語化対応の深化

 昨年度は「データ利用権取引市場システム」に関連する帳票やマニュアルの英語化を対応。本年度は昨年度の
成果物をベースとして「データ利用権取引市場システム」へ英語化切り替えを実装し、海外参加者にも対応。

 UI/UXの向上施策

 本年度の対応として利用権証項目を改善。

 実証形式の実践化

 「データブローカー」体験の実証

 昨年度はデータプロセスの「一気通貫」検証を実施。本年度は実証参加者を招集。
参加者に「データブローカー」を担ってもらい提供者・利用者双方の役割で、実務を実行。

 ブックビルディング方式による価格形成機能で適正な価格形成に有効かを評価。
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 大手製造・電機メーカーからIT・コンサルティング企業まで、データ流通の担い手となる多様な
プレイヤーが集結し、実証を推進した。

実証体制：多様な業界から8社・24名が参画

 参加企業

 日本電気株式会社

 東芝テック株式会社

 株式会社フォーバル

 東京デジタルアイディアーズ株式会社

 キャディ株式会社

 三菱電機株式会社

 株式会社ウフル

 株式会社シーイーシー

 実証体制

 8社24名

 実証目的

 データ利用権を用いたデータ取引市場の実証を行い、社会実装、運用の課題を明確にすること。

 仮想売買（通貨による精算を伴わない）を実施し、技術的課題や運営課題等を明確にする。
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3. 実証報告：売買取引から見えたもの
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 今回の実証で発行したデータ利用権は795口に至った。２２２口が市場へ供給された。
その結果、総発行口数に対する約定口数の割合は7%で56口であった。

 取引の流動性は抑えられた結果となった。

取引の結果①：全体約定状況

発行口数内訳

約定口数

56

7%

未約定口数

166

21%

未取引口数

573

72%

総発行口数
795
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 システムの制約（価格変更・注文取り下げの不可）が取引のハードルとなり、市場の流動性が抑えられる結果と
なったと推察。一度も売板に供給されなかった銘柄も存在。

【参考】銘柄別の取引の状況

銘柄名 発行口数 約定数 売り 未取引 買い

KDNC 中小企業人的資本データセット 100 20 30 50 26

UF01 CO2排出量削減貢献度データ 50 14 0 36 0

NE02 物流需給予測 95 13 20 62 0

UF02 観光防災連携データ 20 5 13 2 0

UF03 従業員バイタル集中度データ 80 3 54 23 22

ME01 スマートビル内人流ロボット配送効率分析データ 40 1 39 0 9

NE03 人流属性と購買行動の統合分析インサイト 30 0 10 20 4

CE01 物流施設トラック待機バース利用統計 50 0 0 50 16

CE02 製造設備IoT稼働電力消費トレンド(2025下期) 80 0 0 80 11

ME02 鉄道運行余剰回生電力マップデータ（首都圏エリア） 20 0 0 20 5

NE01 電子カルテ構造化データ 50 0 0 50 5

ME03 製造ライン設備稼働電力消費トレンド（多品種少量生産） 50 0 0 50 3

CD01 金属加工部品市場価格トレンド 100 0 0 100 0

CE03 商用車CANGPS連携ヒヤリハットマップデータ 30 0 0 30 0

合計 795 56 166 573 101
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取引の結果②：取引銘柄約定の傾向

約定銘柄口数

約定銘柄金額

20

14

13

5

3

1

0 5 10 15 20 25

KDNC 中小企業人的資本データセット

UF01 CO2排出量削減貢献度データ

NE02 物流需給予測

UF02 観光防災連携データ

UF03 従業員バイタル集中度データ

ME01 スマートビル内人流ロボット配送効率分…

¥90,000 

¥28,800 

¥10,000 

¥10,000 

¥10,000 

¥6,700 

¥0 ¥20,000 ¥40,000 ¥60,000 ¥80,000 ¥100,000

UF02 観光防災連携データ

UF01 CO2排出量削減貢献度データ

ME01 スマートビル内人流ロボット配送効率…

KDNC 中小企業人的資本データセット

NE02 物流需給予測

UF03 従業員バイタル集中度データ

 取引数量を重視した「普及型データ」と、高単価な「専門特化型データ」に需要が集中し、二極化の
傾向が顕著に表れた。

 約定銘柄口数

 約定口数の1位は「 KDNC 中小企業人的資本
データセット」で20口であった。2位は「UF01
CO2排出量削減貢献度データ」で14口であっ
た。

 約定銘柄金額

 約定金額の1位は「UF02 観光防災連携デー
タ」で90,000円であった。2位は「UF01
CO2排出量削減貢献度データ」で28,800円
であった。

 この2つの銘柄が約定金額の大半を占めてお
り、取引の中心になっている。
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取引の結果③：需給のギャップと価格感の乖離

¥450,000 

¥398,000 

¥28,800 

¥20,000 

¥15,000 

¥0 ¥100,000 ¥200,000 ¥300,000 ¥400,000 ¥500,000

ME01 スマートビル内人流ロボット配送効率分

析データ

UF02 観光防災連携データ

UF01 CO2排出量削減貢献度データ

KDNC 中小企業人的資本データセット

NE02 物流需給予測

¥90,000 

¥28,800 

¥20,000 

¥17,500 

¥15,500 

¥0 ¥20,000 ¥40,000 ¥60,000 ¥80,000¥100,000

UF02 観光防災連携データ

UF01 CO2排出量削減貢献度データ

ME01 スマートビル内人流ロボット配送効率分

析データ

CE01 物流施設トラック待機バース利用統計

KDNC 中小企業人的資本データセット

売り注文総金額トップ５

買い注文総金額トップ5

 一部の銘柄に売り（供給）が集中する一方、買い（需要）の価格設定にばらつきが生じ、
需給のミスマッチ構造が見えた。

 売り注文総金額

 1位：ME01 スマートビル内人流ロボット配送
効率分析データと、2位:UF02 観光防災連携
データの総取引金額が他銘柄と比較して高く
なっている。

 一方、3位以下の銘柄は抑え気味で取引金額
に大きなギャップがあり、販売の考え方の
違いが出ている。

 買い注文総金額

 1位は「UF02 観光防災連携データ」で
90,000円、2位は「UF01 CO2排出量削減
貢献度データ」で28,800円は共に成り行き
で約定している銘柄となっている。

 20,000～12,000円台の買い注文が出てい
るが約定していない。
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４. 参加者の声：評価と今後の課題
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 コンセプトについて８割の参加者が有効と回答。データブローカーの業務体験から、具体的な
業務に必要な情報の提言があった。

参加者の声と課題①：コンセプトの評価と審査の実態

コンセプトの有効性
 ８割の参加者が市場の有効性を評価。
 肯定的な意見
 「安全で信頼性を担保できる」
 「データ流通の必要不可欠な仕組みである」
 「有体物化したほうがあるべき姿に近い」

 慎重な意見
 「仕組みの構築以上に、市場の雰囲気醸成が重要」

「データ利用権証」による
権利保護と、データブロー
カーを介した取引支援の
仕組みは有効か。

データ利用権取引について
 「データの意味合いを理解する必要があり負荷がかかる」等、

ブローカーの業務負荷を懸念する声があった。
 審査に必須となる情報の提言もあり。

 データの粒度や単位 (期間やサイズに加えて)
 データ取得時の利用規約・詳細な契約内容
 実際のデータ活用事例
 記載事項の標準化や客観的な審査基準

目論見書、データ利用権証は
データ価値を適切に評価・
診断できるか。

非常に有効

だと感じた

10%

まあ有効

だと感じた

70%

あまり有効では

ないと感じた

20%

データ利用権
取引市場の

評価
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 価格形成については、現実の価値算定を考えると実証での情報では困難であったとの声。
利用権作成/上場申請の入力についてサポートが求められている。

参加者の声と課題②：価格形成の難しさとUI/UX評価

価格形成機能の有効性  需要申告 (購入) の動機
 自社事業との親和性・利用用途の明確さで判断

 適正な相場観や購入後の利益が見通せず、価格形成困難の声
 参加者 (母数) の不足による取引ボリュームの欠如
 実証(ダミー) データであることによる現実的な価値算定の困難さ

ブックビルディングは、
客観的なデータ価値評価と
価格相場の形成に有効か。

UI/UXについて  評価された機能
 板情報 (気配値)
 取引画面における板情報の視認性は「分かりやすい」と評価。

 指値注文
 価格を厳密に管理できる「指値注文」は有効。

 改善が必要な機能
 利用権作成/上場申請
 入力内容についてのサポートが欲しい。
 入力チェックでのメッセージをわかりやすくして欲しい。

システムの操作性について
改善のポイントはどういった
ものか。



©Data Society Alliance 2025 20

 流動性を高めるための「既存データスペースとのAPI連携」や、購買判断を助ける「データの価値可視
化（タグ付け）」など、社会実装を見据えた高度な機能が提言された。

社会実装に向けた将来機能の要望

将来機能の要望  外部連携機能
 データスペースとの結合
 既存のデータ共有インフラと接続し供給元、需要家を誘致。

 API接続
 外部システムからのシームレスな注文受付、データ参照。

 データの価値判断機能
 「希少性」、「信頼性」、「更新頻度」がタグ付けされ価値を瞬

時に判断させる。

 x402（HTTP 402 Payment Required 拡張）
 「支払いが完了していないとアクセスできないAPIやコンテンツに

対し、HTTPプロトコルレベルで決済を組み込む仕組み」と
連携できないか。

 売り/買い注文UI
 価格設定の変更を可能にして欲しい。
 売り/買いの表示分離によって、間違い防止。

データ利用権取引市場へ期待
する機能、シナリオはどういっ
たものか。
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５. まとめと今後の展望
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 本実証で見えた課題に向き合い、今後も皆様と共に、真に価値のあるデータ取引市場の
社会実装を目指していく。

まとめと展望：データ利用権取引市場の社会実装に向けて

本年度の成果
データブローカー実務や模擬取引を実施。
８割が「データ利用権証」による市場コンセプトを有効と支持。

次なる社会実装に向けた
テーマ

1. 需給バランスの最適化
（取引の流動性確保）

2. 適正な価格形成メカニズムの構築
（現実的な価値算定の実現）

3. 審査プロセスの標準化と効率化
（ブローカーの業務負荷軽減）

今後の展望
価値の可視化（タグ付け）やAPI等の外部連携機能を
拡充し、真に価値のあるデータ取引市場の社会実装を推進。
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Appendix
 データ利用権証

 データブローカーの役割

 取引の流れ

 画面イメージ
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データ利用権証（1/2）

 データ利用権は、データの利用に関する権利。
この権利は、データの利用に関する権利を定める証書（データ利用権証）の所有者に付与される。

証書を所有することで、
株式のように売買・転売が
可能。

1.資産としての取引

データ利用権証

証書に紐づくデータセット
のダウンロードと利用が
可能になる。

2.データ利用の権利

第三者機関の署名により、
権利の正当性とデータの
完全性を証明。

3.信頼性の証明
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データ利用権証（2/2）

 データ利用権証には、行使対象となるデータセット及び付帯情報が一意に紐づけられる。

電子計算機などで取り扱
い可能なデータの集合体。
データセット内のデータを
定義・記述するメタデータ
が含まれることもある。

利用権証は、データセット
が提供可能になる前から
取引可能（データ先物取
引）。

データセット

データ利用権証

データセットの取得や生成
の背景、加工方法、構造情
報、利用上の注意点などを
記載した重要説明事項書。

データの品質の不確実性
を解消し、透明性のある
取引を実現。 

付帯情報
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 本実証において、参加者に「データブローカー」の役割を担っていただいた。

データブローカーの役割

市場参加者の
審査と認定

上場支援
データ利用権証

の売買
取引審査

データ提供者・利用者、投資
家らが参加要件に適合して
いるかの確認。

データ提供者に対し、
適切な権利項目や発行数の
を助言し、上場を支援。

データ利用者及び投資家の
委任よる売買注文を実行。

市場運営者が定めた審査基
準に従い、データ利用権証
及びデータセットを審査。
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取引の流れ

 データセットを上場させるまでのプロセス

 このプロセスにより、市場に出る全てのデータ品質と透明性を保証

データセットの内容、
価格、権利内容を検
討。

準備フェーズ

目論見書

目論見書に基づき、
システム上で利用権
証を発行。

利用権証の発行

データ利用権証

上場予定日等を指
定し、市場運営者に
申請。

上場申請

上場申請書

ブックビルディング
を行い、市場運営者
に報告。

ブックビルディング

ブックビルディング
結果報告

データブローカーが
利用権の売り注文/
買い注文を実施。

取引

取引の約定
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 トップページ

ログイン画面
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 所有利用権証一覧

マイページ
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 マイページ：利用権証一覧＞利用権証詳細

マイページ
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 登録した銘柄の検索

主幹事メニュー
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 主幹事メニュー＞利用権証作成

主幹事メニュー
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 主幹事メニュー＞上場申請

主幹事メニュー
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 銘柄検索

売買
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 ブックビルディング一覧

売買
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 ブックビルディング一覧＞ブックビルディング情報

売買

Information is 
available at the top, 
but omitted.
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 銘柄検索＞銘柄情報(注文)

売買

Information is 
available at the top, 
but omitted.

Information is 
available at the 
bottom, but omitted.
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【参考】ブックビルディング情報/銘柄情報(注文)の画面全体
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